
新型コロナウイルス感染症の
県内発生について

その７

和歌山県福祉保健部技監 野尻 孝子

２０２１年4月16日

コロナ・皆で
乗り切ろう！

00000

～第４波を中心として～
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入院患者数

新規発表

累積患者数（右軸）

和歌山県内の新型コロナウイルス感染症 感染動向の推移

第１波 第２波 第３波

【第１波】
入院患者最大29名

【第２波】
入院患者最大50名

感染者が500人を越える
（12月6日）

【第３波】
入院患者最大149名

１日あたり
感染者数
最大44名

（4月9、14日）

感染者が1,000人を越える
（1月25日）

第４波

令和３年４月15日
発表分まで

入院患者最大
267名

4月15日

感染者が1,500人を越える
（4月10日）
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爆発的な感染拡大の指標

県内の感染者数の推移（１週間・人口10万人あたり）

感染者の急増の指標

4/1５
時点

（公表日ベース）

県全体

23.0
(＋0.2)

0.3 (11/1)

14.1 (1/20)

＜ステージⅢ＞

＜ステージⅣ＞

1.2 (3/14)

0.3  (2/26～27、3/3、3/8)
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第一波 第二波 第三波 第四波

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上

県内の年齢別感染者数 （令和３年４月15日発表分まで）
1,６６６名

〇 第一波では感染者の年代は50・60代が中心であったが、第二波では、20代以下の若者が中心となった。

〇 第三波では、全年齢に感染が広がったが、特に高齢者と小児の患者数が増加している。

〇 令和3年3月14日から始まった第四波においても、各年代に感染が広がるとともに、高齢者の割合が高くなっている。

63名 212名 897名

80歳以上

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10歳未満

70代以上
14.3%

70代以上
7.5%

70代以上
16.8%

10代

494名
70代以上
23.7%
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対現在確保病床 対最大確保病床

病床利用率の推移

確保病床数

330床272床230床200床150床

※最大確保病床は400床として計算

1/10

48.2%
1/22

36.5%

%

爆発的な感染拡大の指標
（対最大確保病床）

ステージⅣ

感染者の急増の指標
（対最大確保病床）

ステージⅢ

270床 330床

4/1４

78.5%

365床

4/15

73.2%
4/15

66.8%
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本県の酸素投与の必要な重症者数及び重症者割合の推移
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重症者数

重症者割合

第１波 第２波 第３波 第４波

【第３波】
重症者数最大17名
（1/24,27,28）

【第２波】
重症者数最大５名
（8/8,12）

【第１波】
重症者数最大４名
（4/17,18）

重症者数最大39名
14.6％ （4/15）

※ 本県において、重症には酸素投与を含む。

令和３年４月１５日現在
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6

感染者の感染経路 （4月14日現在）

〇 本県では、第一波の2月に院内感染で始まり、3月から県外の持ち込みが多くなり、第二波の7月は県外からの持ち
込みが最多となった。

〇 第三波の始まった11月以降では、家族内感染や県外からの持ち込み、友人間感染が多い。ただ、感染経路不明
数が増加している。

〇 帰省等の影響により、１月に感染者数が急増し、感染経路は家族内感染、次いで県外からの持ち込みが多かった。
〇 第四波が始まった3月14日から4月14日までの感染経路では、家族内感染、次いで友人・知人間感染が多かった。
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家族 県外 職場・学校 医療機関 福祉

友人・知人 飲食店 イベント 不明

※県外で計上された数は除く

4月14日まで
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感染経路（原因不明の割合）（4月14日現在）

〇 第三波の始まった11月以降から、徐々に感染経路不明の割合が高くなっている。感染者が急増すると
感染経路不明の割合は高くなる傾向である。

4月14日まで

7.7％ 12.5％

8.1％

10.4％

3.0％

13.6％
19.5％

19.5％

18.5％

14.0％

※県外で計上された数は除く

17.5％

7.3％
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8

〇 第四波が始まった３月14日から４月14日までの県内感染者のうち感染源不明等を除いて推定される感染の機会
を見た。

〇 家族等と同居生活をしている場合が最も多く、次いで会話、カラオケ関係、飲食と続いた。
〇 従って、家族（同居）内での共有する空間・場所・物を介する感染予防と飲食時の感染予防に最も注意する必要

がある。また、屋内でのマスク着用、ディスタンスの保持、換気が重要である。

感染者の推定される感染機会（3/14~4/14公表分）n=380（感染源不明を除く）

※県外で計上された数は除く

共同生活, 158, 
42%

飲食, 
53, 

14%

会話, 
66, 

17%

密な空間, 10, 
3%

医療・介護, 6, 
1%

カラオケ関係, 61, 
16%

運動関係, 4, 
1%

その他, 22, 6% 共同生活

飲食

会話

密な空間

医療・介護

カラオケ関係

運動関係

学校

ドライブ等

その他 8



第4波の感染状況（3/14~4/14公表分）n=457

① 年代別

② 保健所別

③ 都道府県別
推定感染経路
「県外」71例

※県外で計上された数は除く

10歳未満, 14, 3%

10代, 47, 
10%

20代, 72, 
16%

30代, 36, 
8%

40代, 73, 
16%

50代, 60, 
13%

60代, 49, 
11%

70代, 66, 
14%

80代, 
33, 
7%

90代以上, 7, 2% 10歳未満

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代以上

和歌山市, 264, 
58%

橋本, 76, 
17%

岩出, 46, 
10%

海南, 25, 5%

湯浅, 10, 2%

御坊, 14, 3% 田辺, 22, 5% 和歌山市

橋本

岩出

海南

湯浅

御坊

田辺

新宮（串本）

大阪, 56, 
79%

東京, 5, 
7%

その他他府県, 9, 
13%

海外, 1, 1%

大阪

東京

その他

他府県

海外
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新規陽性者数と変異株ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ検査陽性者の割合（週次）
（令和３年４月１５日発表分まで）

※陽性判明後に別途変異株スクリーニング検査を行うため、陽性判明後すぐの時点では変異株陽性が判明せず、実際より低い数値となる場合がある。
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変異株と従来株の年齢構成の比較

①変異株
（４月14日までに発表した陽性者のうち、
４月15日までに変異株スクリーニング検査で陽性となった

205名の内訳）

②従来株
（４月14日までに発表した陽性者のうち、
４月15日までに変異株スクリーニング検査で
従来株と判定された者158名及びその関連の陽性者で

同様に従来株であると推定される者の合計207名の内訳）

10歳未満, 6, 3%

10代, 30名, 15%

20代, 

44名,
21%

30代, 15名, 7%40代, 38名, 
19%

50代, 27名, 13%

60代, 18名, 9%

70代, 14名, 7%

80歳以上, 13名, 6%

205名

10歳未満, 9, 4%

10代, 12名, 6%

20代, 

22名,
11%

30代, 

12名, 6%

40代, 28名, 
13%

50代, 26名, 13%60代, 28名, 13%

70代, 49名, 24%

80歳以上, 21名, 10%

207名
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20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 計

※３月14日～４月1４日に発表した陽性者の、４月１５日までの状況による。

県内の年代別肺炎併発率等重症割合

3.6%

14.7%

25.0%

39.5%

54.9%
60.2%

63.9% 66.7%

36.4%

0.8% 1.9%
5.8%

20.3%

36.1%
40.2%

9.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 計

肺炎罹患率 酸素投与率

①第４波（令和３年３月１４日～４月１４日 ｎ＝４６１）

①第１波～第３波の一部（令和２年２月１３日～令和３年２月１５日 ｎ＝１１５１）
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注）肺炎の確認された症例を分析、実際はこれ以上存在すると思われる
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変異株と従来株の年代別肺炎併発率等割合の比較

4.8%
13.6% 16.7%

32.1%

50.0% 46.4%

61.2%

71.4%

41.5%

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
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28.6% 23.8%
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20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 計

肺炎罹患率 酸素投与率

①変異株（４月14日までに発表した陽性者のうち、４月15日までに変異株スクリーニング検査で陽性となった205名を対象）

②従来株（４月14日までに発表した陽性者のうち、４月15日までに変異株スクリーニング検査で従来株と判定された者

及びその関連の陽性者で同様に従来株であると推定される者の合計207名を対象）
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注）肺炎の確認された症例を分析、実際はこれ以上存在すると思われる



濃厚接触者等の感染状況 （令和３年４月1４日時点）

※当初判明者の発表日により分類

第一波 第二波 第三波

当
初
判
明
者

関
連
判
明
者

主な
クラスター

・
件数

・ 病院
・ 学校

・ デイサービス
・ ダイニングバー

・ 販売イベント
・ 病院
・ 高齢者施設

同
居

２７名
（県外カウント１名を含む）

３７名（うち同居１９名）

１．３７
（同居０．７０ 他０．６７）

他

８８名
（県外カウント２名を含む）

１２７名（うち同居５１名）

１．４４
（同居０．５８ 他０．８６）

同
居 他

３４８名
（県外カウント１５名を含む）

５６３名（うち同居１８８名）

１．６２
（同居０．５４ 他１．０８）

同
居 他

計３件 計２０件計４件

１７０名
（県外カウント５名を含む）

２９６名（うち同居１３５名）

１．７４
（同居０．７９ 他０．９５）

他

第四波

他他 他 他
同
居

・ カラオケ
・ 飲食会

計１１件 14



濃厚接触者等の感染状況（変異株と従来株の比較）（令和3年4月14日時点）

当
初
判
明
者

関
連
判
明
者

※4/14時点で変異株、従来株が判明しているものを対象

７７名
（県外カウント１名を含む）

１４６名（うち同居７３名）
１．９

（同居０．９５ 他０．９５）

同
居

６６名
（県外カウント３名を含む）

１４４名（うち同居５７名）
２．１８

（同居０．８６ 他１．３２）

他

変異株 従来株

他 同
居

他

15



退院患者（R3.3.14~4.13）における症状別の年代人数と割合
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100%
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100％

1

100％
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12.2%

3
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13.3%
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90%

100%

乳児 幼児 10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 100歳以上

有症状 無症状

Ｎ＝１９１
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有症状

166名

87%

無症状

25名

13%

乳児
4%

10歳未満
8%

10代
16%

20代
16%

30代
16%

40代
20%

50代
12%

60代
8%

退院患者（R3.3.14~R3.4.13）の入院経過中の症状の有無の人数と割合

退院した患者191名中、
・入院経過中の有症状者は166名（87%）
・無症状者は25名（13%）であり、その年代は、40代以下
が68%と多い。

入院当初は無症状だった者
44名のうち、入院後に何ら
かの症状が発現した者は

19名（43％）

17



まとめ

〇 令和３年３月１４日から始まった本県の第四波は大阪を主とした県外への往来や交流により
感染者が急増した。また、これとともに変異株の感染者が急増し、家族や接触者に感染が拡大した。

〇 感染者の急増により病床使用率が高くなり、また酸素投与が必要な感染者も今まで以上に増加し、
医療提供体制がかなり逼迫した状況となっている。

〇 感染の機会としては、家族等の共同生活が最も多く、飲食や会話、カラオケによると考えられる事例が
多い。また、感染経路不明も増加しており、市中での感染についても注意する必要がある。

〇 変異株スクリーニング検査陽性者は３月１４日に初めて確認後、増加しており、活動の活発な若い
世代から家族や友人等に感染が拡大した。

〇 変異株と従来株の年代別の肺炎併発率を見ると、変異株では２０代、３０代、４０代の若い年代
でも肺炎の併発率が高く、また酸素投与が必要な感染者が多いことから注意が必要である。

〇 第四波ではこれまで以上に濃厚接触者等に二次感染がおこりやすくなっていることが推察される。ただし
本県ではカラオケによると考えられる集団感染が発生したことから、変異株と従来株に二次感染等の
人数の差は見られなかったが、同居家族では変異株の方が感染しやすいと推察される。

〇 最近、１か月間に退院した感染者から見ると、若い世代は無症状で経過する人の割合が高いが、
入院時、無症状でも入院後発症する者もいるため経過をみる必要がある。

〇 この難局を乗り切るためには、全ての人が個々人の感染予防対策の徹底を行うとともに、集団感染を
させないことが極めて重要である。
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